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がR.F駆動電流 左 を発生したためと考えられる｡なぜなら, トロイダルプラズマの時定数が
大きく (Lp/% =25ms)R-Fパルス (-3ms)の間には全 トロイダル電流は変化できないo
従って発生した 左 は,その分だけオーム電流を減少させ,それに応じて㌔ が減少すること
になるからである｡ VLが負債に達 した事は, RF駆動電流が初期のオーム電流を越えたため



























須 永 和 行
3H｡と4Heとの混合液体を絶対雰度にしても完全に分離せずに約6% の 3H｡が 4H｡の中に
残り,その他の 3H｡はこの上に浮く｡十分低温では混合液体中の 3H｡も F｡rmi液体となり,
上層の純粋な3H｡はスピン3重項で軌道角運動量 J- 1の 3p の超流動となる.3Heの超流動
はABM状態とBW状態の2つがあるが,薄膜の場合はJベクトルが自由表面にも界面にも垂
直なABM状態が実現すると考えられる｡
我々は,3H｡と4H｡との混合液体の上に浮いた3Heの薄膜の超流動の転移温度が薄膜の厚
さによってどのように変化するか,を超伝導状態の金属と常伝導金属を合わせた場合のproxト
mity 効果との類似性から調べてみた ｡
超伝導の場合と違うのは,対が1Sではなく3pであること,薄膜と混合液体中の 3Heの
Fermi球の半径に随分大きな違いがあることの2つがある｡そこで我々は,
i)対形成の相互作用を除き3He原子は自由粒子とみなし,Fermi球の半径の差を井戸型ポ
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